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教員養成における海外留学の役割 
－武庫川女子大学文学部教育学科 MFWI プログラムの成果と展望－ 
Role of studying abroad for teacher training 





 2002 年に開始され，これまでに 7 回おこなわれた武庫川女子大学文学部教育学科の海外留学プログラム（MFWI プログラ
ム）の内容を概観し，その効果と将来像を論じる。MFWI プログラムは，米国ワシントン州にある分校で，2 年次後期に約









り，小学校 5・6 年生に，年間 35 時間の「外国語活動」
が導入される。その授業の主な担い手は学級担任である，





英語と教育を学ぶ。その学びの場である Mukogawa Fort 
Wright Institute の名を冠して MFWI プログラムと呼ばれ
ている，このようなプログラムは日本では他に例がなく，
まさに日本唯一といってよいユニークなプログラムであ








(1) 武庫川女子大学アメリカ分校 MFWI 








































 設立当初から 2001 年度までは，文学部英語文化学科お
よび短期大学部英語コミュニケーション学科の学生のみ
が，それぞれ 3 か月半の留学を行っていたが，上述の通
り，2002 年度より教育学科も MFWI プログラムを設定，
さらに英語文化学科の延長プログラムも始まり，現在は
3 学科が合計 4 つのレギュラープログラムを運営してい















 MFWI プログラムは２年次後期（9～12 月）に設定さ
れており，標準的な留学期間は 109 日間である。学生募





   
表 1 年度ごとの参加学生数の推移 





第 1 回 2002 24 201 12％ 
第２回 2003 47 270 17％ 
第３回 2004 34 273 12％ 
第４回 2005 38 258 15％ 
第５回 2006 43 269 16％ 
第６回 2007 38 249 15％ 
第 7 回 2008 35 275 13％ 
 
Spokane ★ ＭＦＷＩキャンパス 
図 1 MFWI キャンパスの位置 






















 授業時間は日本の大学に合わせて，1 コマ 90 分で構成
される。英語関係科目は，Conversation（週 4コマ），Reading











表 2 MFWI プログラムにおける履修科目（2008 年度） 



































Special Education 1 特別支援教育の研究 2 
Early Childhood Education 1 乳幼児理解の研究 2 
Methodology 1 教育方法の研究 2 
Comprehensive Seminar 1 総合演習Ⅱ 1 
Music 1 教科音楽 2 
Art 1 教科図画工作演習 1 























 以上の 16 科目が，月曜から金曜までの 5 日間に１日平




表 3 時間割表の一例 







































































 写真７ 授業風景（Art） 
 
 



























表 4 東部旅行の行程表（2008 年度） 
日 宿泊地 内容 
１ ボストン 早朝：スポケーンから空路ボストンへ 
翌日のプレビュー 
２ ボストン ピルグリムファーザー入植地プリマスでメイフラワーⅡ号見学 




３ ボストン ハーバード大学見学 
ボストン市内の歴史地区を見学（ビーコンヒル，市庁舎，ボストンコモン，キングスチャーチ，
墓地，クインシーマーケット，オールドノースチャーチなど） 
４ ニューヨーク バスにてニューヨークへ移動，バッテリーパークから自由の女神へ。 
グラウンドゼロ見学 
ウォール街見学 




６ ワシントン D.C. ダコタハウス，セントラルパーク見学 
列車（アムトラック）にてワシントン D.C.へ移動 













 写真 10 東部旅行（ボストン） 
 
 
 写真 11 東部旅行（ニューヨーク，国連） 
 
 
 写真 12 東部旅行（ワシントン DC） 
 
 
 写真 13 東部旅行（ワシントン DC） 
 
②ホームステイ 








































































































表 5 MFWI プログラム中のキャンパス外活動 
Destination Class 
1. Spokane tour Conversation 
2. Bookstores and restaurant Conversation 
3. SFCC Preschool (Reading books for children) Reading 
4. Elementary School (pen pal activity) Writing 
5. Chase Middle school Conversation 
6. Lewis & Clark High school Conversation 
7. University (GU, EWU, WU) Conversation 
8. Museum of Arts and Culture Reading 
9. Teaching supplies store Conversation 
10. Teacher’s house Conversation 
11. Ridgeview Elementary School 1 Sister-school 
12. Ridgeview Elementary School 2 Sister-school 
13. Finch Elementary School Sister-school 
14. Sheridan Elementary School Sister-school 
15. Libby Center Tessera program for gifted children Methodology 
16. Whitworth University International Education Week Methodology 
17. Guild Neuromuscular Center Special Education 
18. North Wall School Early Childhood Education 
 
 










 週 15 コマ中に英語関連科目が 9 コマを占める MFWI プ
ログラムの効果として，英語力の向上を検証することは避
けて通れない。MFWI プログラムでは英語力の向上を検証
するために，留学前（6 月）と留学終盤（12 月）の計 2 回，
TOEIC（IP）テストを受けさせている。TOEIC とは，Test of 
English for International Communication の略称で，英語によ
るコミュニケーション能力を幅広く評価するために，日本
では企業や学校などで広く用いられているテストである。
得点は 10 点から 990 点の範囲に分布する。図２に，過去 7
年間にわたる参加者の平均 TOEIC スコアの推移を留学前
（PRE）と留学終盤（POST）それぞれについて示した。残















図 2 MFWI プログラム参加者の平均 TOEIC スコアの推移 
 
 




比べて 100 点前後の上昇を示しており，平均点は約 450 点
程度となっている。また，初年度に約 400 点であった POST








































図 3 MFWI プログラム参加者の平均 TOEIC スコアの推移 
（Listening と Reading を別に表した） 
 






















 また，2009 年度教員採用試験（2006 年度に MFWI プロ
グラムに参加した学生が現役で受験した）における採用内

























































表 7 上ヶ原小学校とフィンチ小学校の姉妹校交流支援の年間計画 
5 月 
 ～6 月 
上ヶ原小学校において６年生の英語活動に参加 
６年生がフィンチ小学校へのビデオレターを撮影 
7 月 「上ヶ原盆踊り」に参加，ビデオ撮影 
9 月 MFWI プログラム開始 
10 月 フィンチ小学校での１週間の観察実習 
11 月 フィンチ小学校体育館にて，上ヶ原紹介イベントを開催。 
その後，10 クラスで手紙や作品，ビデオレターなどを制作 





























 写真 23 姉妹校交流支援活動（スポケーン） 
 
 















ップ調査を行った。調査は 2007 年 10 月に行われ，そ










も存在している（表 8 参照）。  
 














 また，この 20 名のうち，教職または保育職に就いて





























目標値を，参加者平均 600 点（範囲 470 点～730 点）
を目指す。  






































 現在「アメリカの教育」（2 年次後期，1 単位） と
いう科目名で行われている現地校での観察実習を発
展・拡充する可能性も考えられる。現状 1 週間のとこ
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